
障 害 者
しょうがいしゃ

の 生 活
せいかつ

の 実 態
じったい

把握
はあく

に向
む
けて 

調 査
ちょうさ

の 客 体
きゃくたい

から 調 査
ちょうさ

の主 体
しゅたい

へ 

当 事 者
とうじしゃ

が 自
みずか

ら参加
さんか

できる 調 査
ちょうさ

を 

                       全 国
ぜんこく

「 精 神 病
せいしんびょう

」 者
しゃ

集 団
しゅうだん

 

 

１ 任意
にんい

抽 出
ちゅうしゅつ

による 量 的
りょうてき

調 査
ちょうさ

では、そもそも 今
いま

ある制度
せいど

も知
し
らない、 多

おお
くの

障 害
しょうがい

を持
も
つ 人

ひと
あるいは 現 在

げんざい
制 度 的
せいどてき

に 使
つか

えない 人
ひと

のニーズ
に ー ず

を 拾
ひろ

うということは

不可能
ふかのう

であるし、また 数
かず

の 少
すく

ない 障 害 者
しょうがいしゃ

のニーズ
に ー ず

把握
はあく

も 困 難
こんなん

であり、こうした

調 査
ちょうさ

に多額
たがく

の税 金
ぜいきん

を使
つか

うべきではない 

ニーズ
に ー ず

について把握
はあく

しようとするならば 丁 寧
ていねい

な聞
き
き取

と
り 調 査

ちょうさ
が必 要

ひつよう
である 

 

２ 調 査
ちょうさ

方 法
ほうほう

については、 原 案
げんあん

を 完 全
かんぜん

に撤
てつ

回
まわ

し以下
い か

を求
もと

める 

三
さん

大 新 聞
だいしんぶん

に 全 面
ぜんめん

広 告
こうこく

を載
の
せ、意見

いけん
のある 方

かた
でお話

はなし
をきかせてくださる 方

かた
はご

連 絡 先
れんらくさき

をという要 請
ようせい

をする。 

前 提
ぜんてい

として 改 革
かいかく

推 進
すいしん

会議
かいぎ

のもたれた経緯
けいい

、および 今
いま

ある自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

の支援
しえん

項 目
こうもく

について説 明
せつめい

する。 

その上
うえ

で、今
いま

とりわけ 現 在
げんざい

自立
じりつ

支 援 法
しえんほう

を使
つか

っていない方
かた

、あるいは使
つか

えていない

方
かた

、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

にいる方
かた

、精 神
せいしん

病 院
びょういん

入 院 中
にゅういんちゅう

の方
かた

などについて、聞
き
き取

と
り調 査

ちょうさ

に 応
おう

じてくださる方
かた

を募 集
ぼしゅう

する。 
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どうしたら 障 害
しょうがい

のある 人
ひと

あるいは 障 害
しょうがい

と 今
いま

みなされていなくとも 生 活 上
せいかつじょう

困 難
こんなん

や支援
しえん

を必 要
ひつよう

としている人
ひと

が、ほかのものと 平 等
びょうどう

に地域
ちいき

生 活
せいかつ

を送
おく

るためにどうい

う支援
しえん

が 必 要
ひつよう

か、 介 助
かいじょ

体 制
たいせい

のみならず、 経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

、 住 宅
じゅうたく

問 題
もんだい

などについ

て聞
き
き取

と
りを 行

おこな
っていく 

 

なお、この全 面
ぜんめん

広 告
こうこく

については点字
てんじ

毎 日
まいにち

や NHK にも協 力
きょうりょく

要 請
ようせい

をする 

 

３ その上
うえ

で今
いま

までサイト
さ い と

を経由
けいゆ

して出
だ
されてきた意見

いけん
、聞

き
き取

と
り調 査

ちょうさ
などを分 析

ぶんせき

評 価
ひょうか

したうえで、来 年 度
らいねんど

の 調 査
ちょうさ

について検 討
けんとう

する 


